
 
 

   

    

             

 
 

  

 

北
京
大
学
紀
行 

 

 

中
国
の
大
学
の
入
学
式
は
毎
年
９
月
１
日
に
行

わ
れ
ま
す
。
こ
の
日
に
な
る
と
親
御
さ
ん
は
田
舎

の
手
土
産
や
荷
物
を
持
っ
て
子
供
さ
ん
と
進
京
し

ま
す
。 

昨
年
、
私
は
北
京
大
学
名
誉
教
授
に
任
命
さ
れ

ま
し
た
。
大
学
か
ら
今
年
の
新
生
入
学
式
に
是
非

参
加
し
て
下
さ
い
と
言
わ
れ
、
長
女
も
大
学
卒
業

を
機
に
北
京
大
学
短
期
留
学
の
事
が
決
ま
っ
て
８

月
２
５
日
か
ら
９
月
５
日
迄
北
京
大
学
を
訪
れ
ま

し
た
。 

 
北
京
大
学
は
中
国
最
高
学
府
で
日
本
の
東
大
に

あ
た
り
ま
す
。
在
校
生
は
約
１
０
万
人
、
今
年
の

新
入
学
生
約
２
万
人
、
留
学
生
は
千
人
で
そ
の
内

日
本
人
留
学
生
は
約
２
０
０
人
で
す
。 

 

入
学
の
第
一
歩
は
宿
を
決
め
る
事
か
ら
始
ま
り

ま
す
。
基
本
的
に
は
大
学
側
か
ら
留
学
生
に
は
２

つ
の
ホ
テ
ル
を
推
薦
さ
れ
ま
す
。
校
内
の
勺
園
賓

館
と
校
外
の
中
関
新
園
賓
館
で
す
。
北
京
大
学
の

前
身
は
“
王
府
”
で
す
。
清
の
皇
帝
の
弟
の
家
で

し
た
。
校
内
の
環
境
は
一
流
で
安
全
面
も
良
い
の

で
と
て
も
人
気
の
高
い
宿
で
す
。 

 

留
学
生
達
は
中
国
文
化
の
勉
強
の
為
に
中
国
に

や
っ
て
き
た
の
で
す
。
朝
の
校
庭
の
中
で
留
学
生 

 

た
ち
の
気
功
の
練
習
を
す
る
姿
も
多
く
見
ら
れ
ま

す
。
欧
米
人
を
始
め
外
国
人
の
皆
さ
ん
が
站
椿
功
、

太
極
拳
、
大
雁
功
を
練
功
し
て
い
ま
す
。 

９
月
１
日
は
正
式
登
校
の
日
で
す
。
北
京
大
学
の

本
部
は
横
２
㎞
、
縦
２
㎞
の
敷
地
で
す
。
広
大
な

大
学
の
敷
地
が
当
日
は
大
き
な
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
な

り
ま
し
た
。 

 

新
入
生
の
部
屋
は
８
人
部
屋
で
す
。
生
活
用
品

は
持
っ
て
行
き
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、
す
べ
て
の

生
活
用
品
は
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
買
い
ま
し
た
。
マ
ー

ケ
ッ
ト
は
露
店
の
形
で
営
業
し
て
い
ま
す
。
そ
の

形
で
１
ヶ
月
ほ
ど
営
業
が
続
き
ま
す
。 

 

北
京
大
学
の
食
堂
に
つ
い
て
は
お
話
す
る
価
値

が
あ
り
ま
す
。
何
万
人
の
食
事
を
用
意
す
る
所
で

す
か
ら
皆
さ
ん
が
満
足
す
る
為
に
北
京
大
学
に
は

食
堂
が
３
０
個
以
上
あ
り
ま
す
。
学
生
さ
ん
達
の

食
事
の
時
間
帯
は
早
い
で
す
。
昼
は
１
１
時
に
食

事
に
行
く
人
が
多
い
で
す
。
午
後
５
時
以
後
に
は

食
堂
は
ほ
と
ん
ど
終
わ
り
で
す
。
お
料
理
の
内
容

も
豊
富
多
彩
で
中
国
南
北
の
代
表
料
理
か
ら
東
西

料
理
の
文
化
の
交
流
が
食
堂
で
十
分
表
れ
ま
す
。

私
は
四
川
料
理
の
“
麻
辣
香
鍋
”
を
注
文
し
ま
し

た
。
唐
辛
子
、
胡
椒
、
木
耳
、
も
や
し
が
入
っ
て

い
ま
す
。 

２
分
で
出
来
上
が
り
！ 

絶
妙
な
味
で
し
た
。 
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お
天
気
が
良
け
れ
ば
、
留
学
生
の
授
業
は
校
庭

で
行
わ
れ
ま
す
。
太
陽
の
下
で
先
生
方
は
生
徒
さ 

ん
と
一
緒
に
中
国
語
で
話
し
た
り
、
気
功
を
練
習

し
た
り
、
ま
た
歌
も
歌
っ
て
楽
し
そ
う
で
す
。 

 

９
月
２
日
の
夜
、
北
京
大
学
学
長
主
催
の
晩
餐

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
私
は
１
５
分
の
時
間
で
「
健

康
意
識
を
高
め
て
！
気
功
医
学
は
予
防
、
治
療
医

学
。」
の
話
を
し
ま
し
た
。
留
学
生
が
多
い
こ
と
で

英
語
の
同
時
通
訳
も
つ
い
て
い
ま
し
た
。 

 

９
月
の
北
京
は
晴
の
日
が
続
き
ま
す
。
気
温
は

１
７
～
２
４
℃
で
す
。
爽
や
か
な
風
が
吹
い
て
い

ま
す
。
久
し
ぶ
り
の
青
空
、
白
雲
に
幸
福
の
感
覚

が
心
に
一
杯
で
す
。
町
で
日
本
人
観
光
客
と
逢
っ

て
日
本
語
で
挨
拶
し
ま
し
た
。
皆
さ
ん
は
「
北
京

に
や
っ
て
来
て
時
間
を
忘
れ
ま
し
た
。」
と
言
い
ま

し
た
。 

 

両
国
国
民
の
心
の
中
に
い
つ
も
“
美
好
”
の
こ

と
を
お
祈
り
し
ま
す
。 

両
国
の
文
化
交
流
は
２
千
年
以
上
の
歴
史
が
あ

り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
い
つ
ま
で
も
続
き
ま
す
よ

う
に
、
源
遠
流
長
を
信
じ
て
い
ま
す
。 

 

于 

雷 

   

雷
拳
解
説 

四
十
式 

風
掃
落
葉 

（
ふ
う
そ
う
ら
く
よ
う
） 

 

風
は
秋
の
風
で
す
。
秋
は
収
穫
の
季
節
で
す
。 

冬
の
季
節
に
漸
々
近
づ
く
と
樹
の
葉
は
少
し
ず

つ
落
ち
て
き
ま
す
。 

気
功
パ
ワ
ー
が
秋
の
風
の
よ
う

に
表
現
し
ま
す
。 

秋
風
が
吹
く
と
落
葉
が
舞
い
上

が
り
、
風
の
流
れ
に
そ
っ
て
落

葉
が
色
々
の
形
に
な
り
ま
す
。 

竜
巻
の
よ
う
な
パ
ワ
ー
で
落
葉

に
集
中
し
て
空
に
舞
い
上
が
ら

せ
ま
す
。 

姿
勢 

左
手
は
右
手
首
に
置
く
。 

両
肘
を
横
に
す
る
。 

右
足
外
旋
。 

左
足
は
右
足
に
追
い
つ
き
な
が

ら
旋
転
す
る
。（
５
４
０
度
） 

右
拳
が
同
時
に
左
腰
に
戻
る
。 

右
半
身
右
転
に
つ
い
て
左
腰
か
ら
右
拳
を
胸
の

前
に
出
す
。 

 

呼
吸 

身
が
廻
る
時
、
吸
う
。 

拳
を
出
す
時
、
呼
。 

意
念 

自
身
は
竜
巻
の
よ
う
に
落
葉
を
吹
き
払
う
。 

強
大
な
力
が
邪
気
を
掃
く
。 

  

四
十
一
式 

霊
蛇
吐
信 

 
 

 
 

（
れ
い
じ
ゃ
と
し
ん
） 

霊
蛇
は
神
様
の
パ
ワ
ー
が
つ
い
て
い
る
蛇
で
す
。

伝
説
の
中
の
動
物
で
す
。 



千
年
以
上
も
修
行
出
来
る
蛇
は
人
の
形
に
な
り

ま
す
。 

信
は
蛇
の
舌
で
す
。 

敏
感
生
動
。
（
動
き
が
速
い
） 

採
気
天
地
。 

日
月
の
精
華
。 

神
様
の
パ
ワ
ー
が
身
に
つ
い
て
い
る
蛇
で
す
。 

指
は
蛇
の
舌
を
表
現
し
ま
す
。 

掌
の
部
分
は
蛇
の
頭
で
す
。 

腕
全
体
は
蛇
の
よ
う
で
す
。 

姿
勢 

重
心
を
後
ろ
に
戻
す
。
右
手
は
掌
か
ら
蛇
の
頭
に

な
る
。 

指
が
信
。
右
腕
は
全
体
的
に
蛇
に
な
る
。 

手
首
は
特
に
放
松
し
て
神
様
が
つ
い
て
い
る
蛇

の
よ
う
に
。 

重
心
が
前
に
移
る
時
、
蛇
は
前
に
進
む
。 

蛇
は
も
う
一
度
戻
す
。 

呼
吸 

後
に
戻
す
時
、
吸
う
。 

前
に
出
す
時
、
呼
。 

意
念 

天
、
地
、
日
、
月
の
霊
気
と
神
様
の
神
通
力
が
つ

い
て
い
る
蛇
が
前
後
左
右
に
気
を
出
す
。 

 

 

四
十
二
式 

収
勢 

 
 

 
 

（
し
ゅ
う
せ
い
） 

４
２
式
の
結
末
動
作
。 

心
平
気
和
。
気
沈
丹
田
。
気
分
爽
快
。 

身
と
天
地
自
然
が
い
っ
た
い
融
合
。 

姿
勢 

手
の
平
下
向
き
。 

膝
が
曲
が
る
。 

両
手
上
か
ら
下
へ
下
按
し
な
が
ら
同
時
に
膝
が

ま
っ
す
ぐ
に
な
る
。 

両
足
並
べ
る
。 

 

呼
吸 

自
然 

意
念 

身
は
全
体
的
に
気
が
上
か
ら
下
に
下
が
る
。 

平
心
静
気  

心
態
安
祥
に
す
る
。 

  

気 

咒 

咒
語
は
古
代
、
巫
師
の
祝
詞
か
ら
始
ま
り
雨
が 

降
る
よ
う
に
と
神
様
に
お
願
い
す
る
時
の
言
葉
で

す
。
約
４
５
０
０
年
前
に
天
地
と
話
が
出
来
る
人

を
巫
師
と
称
し
ま
し
た
。
祝
由
と
言
う
官
職
で
あ

り
、
祭
祀
の
時
、
司
儀
官
を
担
当
し
ま
す
。 

 

咒
語
は
気
功
修
練
の
重
要
な
内
容
で
す
。
祝
い

物
は
咒
の
意
味
で
す
。
例
え
ば
心
よ
り
“
新
年
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
”
等
で
す
。 

 

咒
語
は
中
国
で
２
千
年
前
の
東
漢
の
時
代
に
大

流
行
し
ま
し
た
。
民
間
は
鬼
や
霊
を
追
い
出
す
為

に
咒
語
を
木
の
上
に
書
き
ま
し
た
。
そ
れ
を
符
と

言
い
ま
し
た
。 

 

咒
語
は
精
誠
達
意
、
心
よ
り
出
る
高
い
声
で
神

様
と
繋
が
り
ま
す
。
病
気
の
治
療
の
時
に
も
よ
く

使
い
ま
す
。
そ
し
て
と
て
も
よ
く
効
き
ま
す
。
中

国
で
は
現
在
で
も
伝
統
文
化
が
豊
富
な
地
域
で 

咒
語
の
形
で
病
気
を
治
す
こ
と
に
よ
く
使
わ
れ
て

い
ま
す
。 

 

咒
語
を
修
練
す
る
時
は
安
神
、
平
穏
の
心
と
静

気
の
環
境
が
必
要
で
す
。
教
室
や
大
練
功
会
の
時
、

特
に
良
い
で
す
。
一
番
有
名
な
咒
語
は 

“
太
上
老
君
急
々
如
律
令
” 

（ta
ish

a
n

g
  

la
o
  

J
u

n
  

ji  
ji ru

  
lu

  
lin

g

） 

意
味
は
「
神
様
の
言
う
と
お
り
。
す
ぐ
や
り
な
さ

い
。
」
で
す
。 

 

気
功
師
は
咒
語
を
使
う
時
は
意
念
と
行
気
が
同

時
に
進
行
し
ま
す
。
咒
語
の
方
式
で
気
功
態
に
入

り
、
心
よ
り
咒
語
を
出
し
ま
す
。
神
と
通
じ
る
意

念
を
使
い
、
外
気
を
出
し
ま
す
。
受
術
者
の
邪
気

を
取
り
ま
す
。 



近
代
科
学
研
究
で
咒
語
は
以
下
の
特
性
を
持
つ
事

が
わ
か
り
ま
し
た
。 

１
、
穿
透
性
。
３
３
２
ｍ
／
秒
の
ス
ピ
ー
ド
で
す
。

固
体
、
液
体
、
気
体
を
穿
透
出
来
ま
す
。
高
い
密

度
の
大
碍
物
な
ど
に
逢
う
な
ら
方
向
が
変
わ
り
ま

す
。 

２
、
温
度
と
正
比
例
し
ま
す
。
温
度
も
高
く
、
高

速
度
で
す
。 

３
、
気
功
師
の
声
調
、
声
圧
は
会
場
の
雰
囲
気
で

調
整
出
来
ま
す
。
受
術
者
た
ち
は
気
分
愉
快
、
智

慧
開
発
が
出
来
ま
す
。 

４
、
人
体
に
一
番
気
持
ち
良
い
声
波
頻
率
は
４
０

～
４
０
０
０
Ｈ
Ｚ
で
す
。
気
咒
は
人
体
に
共
鳴
産

生
出
来
ま
す
。
自
発
動
を
誘
導
出
来
ま
す
。 

５
、
気
咒
は
内
気
の
運
行
を
助
け
ま
す
。
意
念
が

届
く
、
声
が
届
く
、
気
が
届
く
事
に
連
続
的
に
効

果
が
現
れ
ま
す
。
受
術
者
は
意
念
を
教
え
て
も
ら

っ
て
、
気
功
師
の
咒
語
を
聞
く
と
気
が
自
分
の
思

い
通
り
の
所
に
届
き
ま
す
。 

６
、
体
内
伝
播
。
咒
語
は
病
態
細
胞
の
壁
を
穿
透

出
来
ま
す
。
外
気
と
一
緒
に
血
液
循
環
を
改
善
し

ま
す
。 

７
、
咒
語
と
一
緒
に
気
は
病
気
組
織
の
中
に
入
っ

て
い
け
ま
す
。
正
常
組
織
に
快
復
出
来
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。 

８
、
ア
メ
リ
カ
の
研
究
結
果
に
よ
っ
て
咒
語
は
人

体
脳
電
波
の
改
善
が
可
能
で
あ
り
、
脳
磁
場
増
加
、

能
力
の
大
開
発
が
出
来
ま
す
。 

９
、
気
咒
は
声
の
節
律
を
調
節
す
る
心
身
の
技
術

で
す
。 

   

秋
の
薬
膳 

 

肉
団
子
の
唐
揚 

秋
分
の
日
は
９
月
２
３
日
で
す
。 

風
が
爽
や
か
で
本
当
の
秋
が
来
ま
し
た
。 

昼
と
夜
が
同
じ
１
２
時
間
ず
つ
の
相
当
の
時
節
と

し
て
陰
陽
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
事
が
大
事
で
す
。

実
者
（
邪
気
が
多
い
人
）
は
瀉
の
方
法
で
、
虚
者

（
気
不
足
の
人
）
は
補
の
方
法
で
調
整
し
ま
す
。 

秋
の
薬
膳
と
し
て
中
華
料
理
の
絶
品
の
１
つ
を
紹

介
し
ま
す
。 

材
料 

豚
肉
赤
身
挽
肉 
３
０
０
ｇ 

豚
肉
脂
身
挽
肉 
２
５
ｇ 

卵 

１
個 

葱 

２
５
ｇ 

生
姜 

２
５
ｇ 

小
麦
粉 

３
０
ｇ 

料
理
酒 

５
㏄ 

胡
麻
油 

５
㏄ 

サ
ラ
ダ
油 

５
０
０
㏄ 

塩 

１
ｇ 

花
椒
塩 

少
々 

作
り
方 

１
、
脂
身
を
泥
の
よ
う
に
な
る
ま
で
ね
る
。 

２
、
赤
身
挽
肉
、
生
姜
、
葱
の
み
じ
ん
切
り
に
卵
、 

 

小
麦
粉
を
ま
ぜ
て
塩
、
酒
、
胡
麻
油
を
入
れ
て

ね
る
よ
う
に
ま
ぜ
る
。 

３
、
１
㎝
程
の
団
子
に
す
る
。 

４
、
油
で
肉
団
子
を
一
度
に
揚
げ
る
。
黄
金
色
に 

な
っ
た
ら
出
来
上
が
り
。 

５
、
花
椒
塩
に
つ
け
て
召
し
上
が
れ
❤ 

   

皆
様
が
ど
ん
な
こ
と
を
思
い
、
悩
ん
で
い
る
か

を
分
か
ち
合
う
場
に
な
れ
た
ら
と
思
い
ま
す
。 

月
刊｢

気｣

の
発
行
が
、
皆
様
と
一
緒
に
楽
し
み
に
、

よ
り
良
い
形
で
長
く
続
く
よ
う
に
皆
様
の
応
援
を

お
願
い
致
し
ま
す
。 

一
人
一
部
以
上
の
購
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

【h
ttp
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/
yu
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i-

k
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】 

応
援
価
格 

一
部 

二
〇
〇
円 

編
集
責
任
者 

 

于 

雷 

編
集
ス
タ
ッ
フ 

植
松 

惠
美 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

小
林 

達
志 

他 

連
絡
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